
報広

4
2007
月

世代を結ぶオヤジの力

「
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
へ
の
第
一
歩

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

地
域
で
つ
く
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち

愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ 

き
た
な
ご
や

市
民
記
者
レ
ポ
ー
ト
『
ハ
ン
ズ
』

暮
ら
し
の
情
報

相
談
コ
ー
ナ
ー

い
き
い
き
健
康
ガ
イ
ド

イ
ベ
ン
ト
・
施
設
情
報

特 

集４７８121416232526

Kitanagoya City
SINCE.2006

KI
TA
NA
GOY

A PRESS N0.0132 0 0 7 　
A

P
R
I
L
 
  



　この計画は、障害者基本法に基づく障害者のための施策に関する基本
的な計画として、障害者計画および障害者自立支援法に基づく各種サー
ビス提供体制の確保に関する計画として、障害福祉計画から本市におけ
る障害者施策全般の目標等を定めたものです。
　「完全参加と平等」を目標に、障害のある方を含めたすべての市民が
地域社会の中で基本的人権を保障され、可能な限り、その個人の能力を
活かし、社会生活と社会の発展に完全参加できるように支援するととも
に、社会・経済の発展によってもたらされる諸成果を誰もが受けること
ができるような地域づくりを図ります。
　計画期間は、障害者計画は平成 18～ 24 年度までの７年間、障害福
祉計画は平成 18～ 20年度までの３年間の第１期計画です。

北
名
古
屋
市
障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画

自
立
し
た
日
常 

・ 

社
会
生
活
に
向
け
た

　
　
　
　

     

支
援
を
進
め
る
た
め
に・・・

　

市
障
害
者
計
画
お
よ
び
障
害
福
祉
計
画

は
、
障
害
の
あ
る
方
が
他
の
人
々
と
同
等
の

権
利
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
「
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
理
念
と
、
障
害
の
あ

る
方
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
総
合
的
な
支
援

を
す
る
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
理
念

に
よ
り
障
害
者
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
西
グ
ル
ー
プ
へ
。

　次の体系に基づき、障害者施策全般の展開を
図ります。

障害者施策全般の展開

１ 情報・コミュニケーション
○市広報紙の点字化・音声化の継続実施
○相談窓口における手話通訳者の設置等

２ 保健・医療
○発達相談の継続実施
○かかりつけ医等の普及や地域医療・リハ
　ビリテーション体制の充実等

３ 教育・育成
○療育相談全般の支援の継続実施
○特別支援教育の充実等

４ 雇用・就業
○障害者雇用に関する啓発活動の充実
○就労移行支援の充実等

５ 生活支援
○障害者自立支援法に基づく地域生活支
　援事業の提供体制の確保
○地域生活への移行機能を備えた入所施
　設の整備等

６ 生活環境
○誰もが使いやすい公共施設の整備推進
○災害時における情報伝達手段の確保等

７ 広報・啓発
○小・中学校における実践的な福祉教育
　の推進
○見守り安心ネット活動の全市的な展開等

日
々
の
生
活
の
基
盤
づ
く
り

相
互
理
解
・
交
流

の
基
盤
づ
く
り

社
会
参
加
へ
向
け
た
自
立
の
基
盤
づ
く
り

　 ３つの目標の実現に向けて、
 障害者自立支援法に基づく障害
 福祉サービスや地域生活支援事
 業等の提供体制の確保に努めて
 いきます。

サービス提供体制の確保に
関する目標等

《目標１》
 平成 23年度末までに現時点
 の施設入所者数の１割以上が
 地域生活へ移行

《目標2》
 平成 23年度末までに退院可
 能精神障害者数を減少

《目標3》
 平成 23年度の福祉施設から
 一般就労への移行者数を現在
 の４倍に増加

障害者施策全般の展開と
　　サービス提供体制の確保に関する目標等

　まちまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちまちまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままち」」」」への第一歩でへの第一歩での第一の第第一歩第一歩ででへへ です・・す・・すすす ・・・・・・・・
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　本年３月に策定されたこの計画は、本年度から実施する重点施策の計
画目標数値を定めたもので、地域での子育て支援などの実現に向けた取
組みを推進していきます。
　わが国が直面している少子化の流れを変えるため、平成15年に国が策
定した次世代育成支援対策推進法に基づき、旧師勝町と旧西春町ではそ
れぞれ平成16～21年度までの「次世代育成支援行動計画」を策定しまし
た。その後、旧２町の計画を整合した中で「健康」「快適」「自立」を基
本理念に北名古屋市として新たに策定したこの計画は、次世代を育む若
い世代の支援を含む広義での子育ての社会をめざしていきます。 

北
名
古
屋
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

「
子
ど
も
が
す
て
き
に
育
つ
ま
ち
」

　
　
　
　
　
　
　

を
め
ざ
し
て
・・・

　

市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
は
、「
子
ど

も
が
す
て
き
に
育
つ
ま
ち
・
北
名
古
屋
」
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
本
年
度
か
ら
３
年
間
に
取
り

組
む
基
本
施
策
・
主
な
事
業
の
う
ち
、
３
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
設
定
し
、
重
点
的
・
優
先
的
に
推
進
す
る

も
の
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
グ
ル
ー
プ
へ
。

３つのシンボルプロジェクト

　＜基本的視点＞
１ 子どもの自立支援
２ ゆとりある家庭づくり
３ 頼もしい地域社会づくり

１ 子ども自立支援プロジェクト
○北名古屋市子ども権利条例（仮称）の制定
○子どもの自主活動の促進
○子ども（中高生）の出番 ・ 居場所づくり

２ 生きる力を育む教育プロジェクト
○いじめ・不登校対策の充実
○少人数教育の推進
○多様な学習 ・ 体験機会の充実

３ 子育てコミュニティプロジェクト
○ファミリー・サポート・センターの活性化
○子育て支援センターの充実
○子育て支援サポーター養成事業

基本理念  ー子どもがすてきに育つまち・北名古屋ー

「誰もが安全・安心に暮らせる　　るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる「誰もが安全・安心に暮らせる安心安心が安全が安全「誰も「誰も に暮らに暮ら心安心 るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるせ誰もが安全・安心に暮らせ・・

１ 子どもの自立
   支援

２ 親と子の健康
   づくり

３ 家庭における
   子育て支援

４ 子育てと社会
   参加の両立支
   援

５ 子育てを支え
   合う地域づく
   り

６ 子ども・子育
   てに配慮した
   まちづくり

 子どもの人権の尊重
 個に応じた指導の充実
 多様な学習・生活体験の推進
 子どもの出番・居場所づくり

 思春期の健康づくり
 妊娠・出産と子育てスタート支援
 母子の疾病予防、早期発見・治療
 健康的な生活習慣の確立

 相談・情報提供体制の整備
 ひとり親家庭への支援
 障害児施策の充実
 経済的負担の軽減

 多様で良質な保育サービスの確保
 留守家庭児童対策の充実
 子育て世代の学習機会の充実
 働きやすい環境づくりの整備

 子どもを地域で育てる意識づくり
 子育て交流・コミュニティづくり
 地域の子育て支援体制の整備
 児童虐待への対応

 子育てしやすい生活環境の整備
 安全な遊び場の整備
 子ども等の安全の確保

子どもの育つ力
の信頼・尊重

ゆとりある家庭

地域の子育て
力の向上

子
ど
も
が
す
て
き
に
育
つ
ま
ち
・
北
名
古
屋

重点施策の
体系
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平成19年　４月 ４

　

特
別
徴
収
の
開
始
時
期
が

　
　
　
　
　

複
数
化
さ
れ
ま
す

　

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
の
開
始

時
期
は
、
こ
れ
ま
で
年
１
回
（
10
月
）

で
し
た
が
、
４
月
か
ら
特
別
徴
収
の

対
象
者
（
満
65
歳
以
上
の
方
で
年
金

の
受
給
権
が
発
生
し
た
方
）
を
決
定

す
る
月
が
年
６
回
（
４
月
、
６
月
、

８
月
、
10
月
、
12
月
、
２
月
）
に
複

数
化
さ
れ
る
た
め
、
対
象
者
と
し
て

決
定
さ
れ
た
月
の
半
年
後
か
ら
開
始

さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
本
市
で
は
、
確
定
し
た
年

間
保
険
料
額
の
通
知
書
発
送
（
８
月

予
定
）
以
降
に
お
け
る
普
通
徴
収
と

特
別
徴
収
の
重
複
請
求
を
避
け
る
た

め
、
12
月
お
よ
び
２
月
の
特
別
徴
収

の
開
始
を
翌
年
度
の
４
月
と
し
、
年

４
回
で
実
施
し
ま
す
。

　

納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

　　

平
成
19
年
度
介
護
保
険
料
の
仮
徴

収
額
を
決
定
し
、
納
入
通
知
書
を
郵

送
（
４
月
９
日
発
送
予
定
）
し
ま
す
。

　

な
お
、
仮
徴
収
の
方
法
は
、
左
記

の
と
お
り
「
特
別
徴
収
」
と
「
普
通

徴
収
」
で
異
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
（
年
金
か
ら
天
引
き
）

　

４
月
、
６
月
、
８
月
期
ま
で
が
仮

徴
収
期
間
と
な
り
ま
す
。

○
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
特
別
徴
収

と
な
る
方

　

前
年
度
の
２
月
期
の
保
険
料
額

が
各
期
別
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
納
入
通
知
書
は
郵
送
し
ま

せ
ん
。

○
４
月
期
か
ら
新
規
に
特
別
徴
収
と

　

な
る
方

　

各
期
別
保
険
料
額
は
前
年
度
の

年
間
保
険
料
額
の
６
分
の
１
相
当

額
に
な
り
ま
す
。

○
６
月
期
か
ら
新
規
に
特
別
徴
収
と

　

な
る
方

　

４
月
（
第
１
期
）
は
普
通
徴
収
、

６
月
期
か
ら
特
別
徴
収
に
な
り
ま

す
。

普
通
徴
収
の
方
（
窓
口
納
付
ま
た
は

口
座
振
替
）

  

第
１
期
（
４
月
）、
第
２
期
（
６
月
）

が
仮
徴
収
期
間
と
な
り
、
各
期
別
保

険
料
額
は
暫
定
年
間
保
険
料
額
の
６

分
の
１
相
当
額
に
な
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
西
グ
ル

ー
プ
へ
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
の
葬
祭

費
の
支
給
額
が
次
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、「
死
亡
し
た
日
」
で
は
な
く

「
葬
儀
を
行
っ
た
日
」
が
基
準
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
（
東
・

西
）
グ
ル
ー
プ
へ
。

　

平
成
19
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
書
は
、
４
月
上
旬
に
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
５
月
１
日（
火
）ま
で
に
１

年
分
の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
割
引

さ
れ
ま
す
の
で
大
変
有
利
で
す
。

定
額
保
険
料
額

　

月
額 

１
万
４
１
０
０
円

前
納
割
引
制
度

○
年
間
保
険
料　

16
万
9
２
０
０
円

○
前
納
保
険
料　

16
万
6
２
０
０
円

○
割
引
額　

３
０
０
０
円

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
名
古
屋
西
社

会
保
険
事
務
所　

０
５
２
（
５
２
４
）

６
８
３
２
へ
。

　国民健康保険被保険者の７０歳未満の方で入院
される場合、３月診療分までは一部負担金を医療
機関に支払った後、高額医療費に該当する方は申
請をすると限度額を超えた分を支給していました
が、４月診療分からは申請により限度額適用認定
証の交付を受け、これを医療機関へ提示すると、
窓口での支払いが自己負担限度額までとなります。
　なお、１か月の自己負担額は下記のとおりです。
　お問い合わせは、市民（東・西）グループへ。

○ 

３
月
31
日
ま
で　

  　

12
万
円

○ 
４
月
１
日
か
ら　

  　

５
万
円

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

葬
祭
費
が
改
正
さ
れ
ま
す

葬
祭
費
が
改
正
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険

葬
祭
費
が
改
正
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料

納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料

納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す 手続きに必要なもの　国民健康保険証、印かん

忘れないで！ 『限度額適用認定証』の手続き

1か月の自己負担限度額

入院３か月目まで 入院４か月目から

住民税
非課税世帯

上　位
所得者

一　般 80,100円 ＋ （１０割分の医療費
－267,000 円）× 1％

83,400 円

44,400 円

35,400円 24,600 円

150,000円 ＋ （１０割分の医療費
－500,000 円）× 1％

住
民
税
課
税
世
帯

受
給
者
証
・
医
療
保
険
証
に

　
　

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す

児
童
手
当
の
請
求
を
忘
れ
ず
に
！

男女共同参画推進事業補助金

皆さんの活動を応援します！皆さんの活動を応援します！
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児
童
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担

う
児
童
の
健
全
な
育
成
と
家
庭
に
お

け
る
生
活
の
安
定
を
目
的
に
手
当
を

支
給
す
る
制
度
で
、
小
学
校
修
了
前

ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
は
、
認
定
請
求
を
し
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。
対
象
と
な
る
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
で
、
ま
だ
請
求
を
し
て
い

な
い
場
合
は
、
児
童
グ
ル
ー
プ（
東
庁

舎
）ま
た
は
西
庁
舎
福
祉
総
合
窓
口

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額（
月
額
）

○
第
１
子　
　
　
　
　

  

５
０
０
０
円

○
第
２
子　
　
　
　
　

  

５
０
０
０
円

○
第
３
子
以
降　
　

  

１
０
０
０
０
円

支
払
時
期　

原
則
と
し
て
、
毎
年

２
・
６
・
10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前

月
分
ま
で
支
給
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
グ
ル
ー

プ
へ
。

　

各
種
受
給
者
証
や
医
療
保
険
証
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
次
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

医
療
機
関
等
の
窓
口

○
老
人
保
健
お
よ
び
乳
幼
児
・
障
害

者
・
母
子
家
庭
等
の
医
療
受
給
者

で
医
療
機
関
等
に
か
か
っ
た
場
合
は
、

受
給
者
証
の
提
示
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
受
給
者
証
お
よ
び
医
療
保

険
証
に
変
更
（
交
換
）
が
あ
っ
た

場
合
は
、
窓
口
で
変
更
等
が
あ
っ

た
こ
と
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

市
役
所
の
窓
口

○
転
職
な
ど
で
医
療
保
険
証
（
被
保

険
者
証
ま
た
は
組
合
員
証
）
の
変

更
や
医
療
保
険
証
の
内
容
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
届
出
が
必
要
で

す
。

○
転
出
な
ど
で
受
給
者
の
資
格
が
な

く
な
っ
た
場
合
、
ま
た
有
効
期
限

の
切
れ
た
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
受
給
者
証
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
速
や
か

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
（
東
・

西
）
グ
ル
ー
プ
へ
。

国
民
健
康
保
険

葬
祭
費
が
改
正
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料

納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

受
給
者
証
・
医
療
保
険
証
に

受
給
者
証
・
医
療
保
険
証
に

　
　

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す

　
　

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す

受
給
者
証
・
医
療
保
険
証
に

　
　

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す

児
童
手
当
の
請
求
を
忘
れ
ず
に
！

児
童
手
当
の
請
求
を
忘
れ
ず
に
！

児
童
手
当
の
請
求
を
忘
れ
ず
に
！

男女共同参画推進事業補助金男女共同参画推進事業補助金男女共同参画推進事業補助金

　男女共同参画推進事業補助は、市民の皆さんが行う『男女共同
参画』を推進する事業等を支援するものです。
　男女共同参画社会の実現は、行政のみの取組みだけで実現でき
るものではなく、多くの住民がより主体的に取組むことが大切です。
ぜひこの機会に、あなたのアイデアを実現させてみませんか。
　お問い合わせは、生涯学習グループへ。

皆さんの活動を応援します！皆さんの活動を応援します！皆さんの活動を応援します！皆さんの活動を応援します！皆さんの活動を応援します！

活動費が最大

 20 万円まで

支援されるんですって。

私たちも何かチャレンジ

 してみようかしら！

対象事業　7月上旬から、平成 20 年 3月31
　　　　　日までに行う北名古屋市男女共同参画
　　　　　推進条例の目的に沿った講演会、映画
　　　　　会、啓発誌の発行、講座、意識調査、
　　　　　起業支援など
対象経費　講演費、協力者への謝礼（税務署へ
　　　　　の届出が必要）、講師等の交通費およ
　　　　　び宿泊費、印刷物のデザイン料、チ
　　　　　ラシやポスターの印刷費、郵送料、会
　　　　　場使用・設営料、機器リース料、講
　　　　　師等の食事代など
応募資格　市内在住・在勤・在学の5人以上で
　　　　　構成するグループまたは団体（新たに
　　　　　つくったグループも可）

応 募 要 項

補助金額　1団体（1企画）20万円まで
申込み　　所定の申請書（生涯学習グルー
　　　　　プにあります。ホームページか
　　　　　らダウンロードもできます）に事
　　　　　業計画書、事業計算書、団体の
　　　　　概要（会員名簿）を添えて、5
　　　　　月17日（木）までに生涯学習グ
　　　　　ループ（東庁舎）へ。
選考方法　書類審査後、団体代表者参加の
　　　　　選考会（6月上旬に開催）で決
　　　　　定し、6月中旬に文書でお知ら
　　　　　せします。



平成19年　4月 ６

　

効
率
的
な
行
政
運
営
を
め
ざ
し
、

市
政
に
対
し
意
見
、
要
望
、
ア
イ
デ

ア
等
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
市
政
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の

意
見
、
提
案
を
市
政
に
生
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

応
募
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

で
市
政
に
関
心
の
あ
る
方
。
た
だ

し
、
公
務
員
、
公
職
選
挙
法
に
よ

る
公
職
者
お
よ
び
モ
ニ
タ
ー
経
験

後
３
年
間
を
経
過
し
て
い
な
い
方

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
員　

20
人

職　

務

○
年
４
回
程
度
開
催
さ
れ
る
会
議
へ

の
参
加

○
市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
案
書
の

提
出

謝　

礼　

予
算
の
範
囲
内
で
支
給
し

ま
す
。

任　

期　

5
月
〜
平
成
20
年
3
月

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
（
企

画
・
広
報
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
4

月
20
日（
金
）ま
で
に
企
画
・
広
報

グ
ル
ー
プ
（
西
庁
舎
）
へ
。

選
考
方
法　

地
域
、
職
業
、
年
齢
等

　

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
特
に
モ

　

ニ
タ
ー
活
動
に
意
欲
的
か
つ
適
任

で
あ
る
方
を
市
長
が
選
任
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
・
広
報

グ
ル
ー
プ
へ
。

　

北
名
古
屋
け
ん
こ
う
プ
ラ
ン
21
市

民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
健

康
づ
く
り
推
進
員
で
は
、
第
２
回
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
13
日（
日
）午
前
９
時

〜
（
受
付 

午
前
８
時
30
分
〜
）

集
合
場
所　

総
合
体
育
館

コ
ー
ス　

回
想
の
散
歩
道
（
総
合
体

育
館
〜
師
勝
小
学
校
〜
全
昌
寺
〜

円
通
寺
〜
六
ツ
師
大
橋
〜
コ
ッ
ツ

山
公
園
〜
長
栄
寺
〜
観
音
寺
〜
牟

都
志
神
社
〜
総
合
体
育
館
）
4.8

対　

象　

健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
幼
児
や
小
学

校
低
学
年
児
は
、
保
護
者
と
一
緒

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方

の
み
）

申
込
み　

４
月
27
日（
金
）ま
で
に
西

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

※　

当
日
も
参
加
で
き
ま
す
。

　　

北
名
古
屋
け
ん
こ
う
プ
ラ
ン
21
市

民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
健

康
づ
く
り
推
進
員
で
は
、
平
成
19
年

度
か
ら
「
ス
タ
ン
プ
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
け
ん
こ
う
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
大
会
」
を
は
じ
め
、
市
内
で
行
わ

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
へ

参
加
す
る
ご
と
に
ス
タ
ン
プ
が
１
個

も
ら
え
、
集
め
た
ス
タ
ン
プ
の
数
に

よ
っ
て
達
成
賞
が
贈
ら
れ
る
も
の
で

す
。

　

た
だ
し
、
実
行
委
員
会
が
認
定
し

た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
み
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
西
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。

地域の防犯活動に支援します
地域の防犯活動に支援します

地
域
で
つ
く
る

　
　

安
全
・
安
心
な
ま
ち

地
域
で
つ
く
る

　
　

安
全
・
安
心
な
ま
ち

　中小企業経営の維持・安定を支援するため、下表
のとおり各種融資制度を設置し資金調達の円滑化を
推進しています。
　お問い合わせは、産業グループへ。

中小企業振興融資制度

※　下線の部分は今年度から改正

市内に事業所を有するもの 市内に住所と事業
所を有するもの

50人以下（商業
・サービス業30
人以下）

20人以下（商業
・サービス業５
人以下）

5,000万円 1,250万円 300万円

７年以内
５年以内

７年以内

1.4％（貸付期間
６年以上は1.5％） 1.3％

500万円まで　　　　　　 90％
500万円超から1,000万円まで  80％
1,000万円超　　　　　　 30％

90％

20人以下（商業
・サービス業５
人以下）

５年以内

1.4％

商工業振興資金 北名古屋市
小口事業資金通常資金 特別小口資金

対　象

対象従業員数

上限金額

運転資金

設備資金

貸付利率

信用保証料補助

貸
付
期
間

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

    

の
設
置
に
補
助
し
ま
す

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

    

の
設
置
に
補
助
し
ま
す

ス
タ
ン
プ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
開
催

  

北
名
古
屋

北
名
古
屋               

           

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ー
キ
ン
グ
大
会
大
会

  

北
名
古
屋             

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

け
ん
こ
う

第
２
回

私
た
ち
の
ま
ち
を
、私
た
ち
の
声
で
・・・

私
た
ち
の
ま
ち
を
、私
た
ち
の
声
で
・・・

私
た
ち
の
ま
ち
を
、私
た
ち
の
声
で
・・・

あ
な
た

あ
な
た
も
市
政
モ
ニ
タ

市
政
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

あ
な
た

あ
な
た
も
市
政
モ
ニ
タ

市
政
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

あ
な
た
も
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

km



平成19年　4月７

　

自
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
、
ま
た
は
同
シ
ス
テ
ム
付
き
住

宅
を
自
宅
と
し
て
購
入
さ
れ
る
方
を

対
象
に
補
助
し
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
を
希
望
す
る
方
は
、

必
ず
設
置
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
後
60
日
以
内
に
着
工
で
き
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

補
助
額　

１
人
１
回
の
み
の
申
請
で
、      

　

1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
6
万
円
。
た

　

だ
し
、
4
キ
ロ
ワ
ッ
ト（
24
万
円
）

　

を
限
度
と
し
ま
す
。

定　

数　

申
込
み
ワ
ッ
ト
数
の
総
計

　

が
40
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
達
し
た
時
点
で

　

締
め
切
り
ま
す
。

申
込
み　

所
定
の
様
式（
産
業
グ
ル
ー

　

プ
に
あ
り
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
、
4
月
18
日（
水
）か
ら
産
業

　

グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

地域の防犯活動に支援します
地域の防犯活動に支援します
地域の防犯活動に支援します

　防犯協会では、地域の特性を生かした安全・
安心なまちづくりを進めるため、防犯パトロー
ル等の活動をしている団体に活動費等の一部
を助成します。ぜひ、ご利用ください。
　対　象
　○市民または事業者が自主的に組織する
　　５人以上で構成された民間の団体
　○防犯パトロール等の活動を月１回以上、
　　継続的かつ計画的に実施している団体
　内　容　団体の会員数に応じ、助成金を
　　　　　支給
　申込み　４月２７日（金）までに防災グルー
　　　　　プ（西庁舎）へ。

　市防犯協会では、『誰もが安全・安心して
暮らせるまち北名古屋市』をめざし、防犯委
員が一丸となって街頭活動や啓発事業に取り
組んでいます。犯罪抑止のため、市民の皆さ
んもぜひご協力ください。

地
域
で
つ
く
る

地
域
で
つ
く
る

　
　
　
　

安
全
・
安
心
な
ま
ち

安
全
・
安
心
な
ま
ち

地
域
で
つ
く
る

地
域
で
つ
く
る

　
　
　
　

安
全
・
安
心
な
ま
ち

安
全
・
安
心
な
ま
ち

地
域
で
つ
く
る

　
　

安
全
・
安
心
な
ま
ち

　 
　新入学児童等の事件・
事故の防止などを目的とし
た青色回転灯装着車によ
るパトロールを小学生の下
  校時にあわせ行い
       ます。

 
　地域ごとに防犯委員が
集まり、日時を定めて住宅
侵入被害防止などを目的
とした巡回パトロールを
　行います。

太
陽
光
発
電

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

    
    

の
設
置
に
補
助
し
ま
す

の
設
置
に
補
助
し
ま
す

太
陽
光
発
電

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

    
    

の
設
置
に
補
助
し
ま
す

の
設
置
に
補
助
し
ま
す

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

    

の
設
置
に
補
助
し
ま
す

  水の事故にご注意！

　４月から、農業用水の通水がは
じまります。水の事故に十分注意
しましょう。また、子どもの悲惨
な水難事故を防ぐためにも、水路
の近くで子どもを見かけたら危険
がないように注意してください。
ご協力をお願いします。

問合せ　産業グループ

  

北
名
古
屋             

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

私
た
ち
の
ま
ち
を
、私
た
ち
の
声
で
・・・

あ
な
た
も
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

あ
な
た
も
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か



平成19年　４月 8

　

れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
投
票
所

で
投
票
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

投
票
さ
れ
る
場
合
は
、「
引
き
続
き

愛
知
県
内
に
住
所
を
有
す
る
証
明

書
」が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
投

票
す
る
と
き
ま
で
に
県
内
の
市
町

村
窓
口（
ど
こ
の
市
町
村
で
も
可
。

市
民
グ
ル
ー
プ
、
住
民
課
な
ど
）ま

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在
者
投
票

を
さ
れ
る
場
合
も
こ
の
証
明
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
期
日
前
投
票

　
　

レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
、
冠
婚
葬
祭
、

会
社
の
出
張
、
旅
行
な
ど
の
理
由

で
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

と　

き

　

3
月
31
日（
土
）〜
4
月
7
日（
土
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

と
こ
ろ

　

市
役
所
西
庁
舎
分
館 

１
階 

ロ
ビ
ー

　

市
役
所
東
庁
舎 

１
階 

ロ
ビ
ー

※　

ど
ち
ら
の
期
日
前
投
票
所
で
も

投
票
で
き
ま
す
。

◇
病
院
な
ど
で
行
う
不
在
者
投
票

　
　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
の

指
定
す
る
病
院
に
入
院
し
て
い
る

　

方
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所
中

の
方
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
お
早
め
に
施

設
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◇
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　
　

仕
事
な
ど
で
他
の
市
区
町
村
に

滞
在
中
で
、
投
票
日
に
投
票
所
に

行
け
な
い
方
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
す
る
こ

と
で
、
滞
在
地
に
投
票
用
紙
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
業
務
時
間
内
に

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

投
票
当
日
、
自
ら
投
票
所
に
行
っ

て
投
票
で
き
な
い
選
挙
人
で
、
障

害
の
程
度
が
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
方
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

の
発
行
す
る「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
、
４
月
４
日（
水
）ま

で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
点
字
投
票
・
代
理
投
票

　
　

目
の
不
自
由
な
方
は
、
点
字
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

　

た
、
字
の
書
け
な
い
方
は
、
投
票

所
の
係
員
を
補
助
者
と
し
て
、
本

人
に
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
に
記
入
す

る
代
理
投
票
制
度
も
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
係
員
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

◇
投
票
所
入
場
券
の
発
送

　
　

投
票
所
入
場
券
は
、
３
月
30
日

（
金
）か
ら
発
送
し
て
い
ま
す
。
投

票
日
ま
で
に
入
場
券
が
届
か
な
い

場
合
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入
場

券
を
な
く
さ
れ
た
場
合
で
も
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
へ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

　

開　

票

と　

き

　

４
月
８
日（
日
）午
後
9
時
〜

と
こ
ろ

　

西
春
中
学
校
体
育
館

愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

〈 期日前投票 〉

　

愛
知
県
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に
投
票
に

出
か
け
ま
し
ょ
う
。

投
票
日

　

4
月
8
日（
日
）午
前
7
時
〜
午
後

8
時

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
選
挙
管
理

委
員
会（
行
政
グ
ル
ー
プ
内
）へ
。

◇
選
挙
権
の
あ
る
方

　
　

満
20
歳
以
上
の
方（
４
月
８
日
現

在
）で
、
平
成
18
年
12
月
29
日
ま
で

に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
、
引
き
続

き
3
か
月
以
上
北
名
古
屋
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
◇
転
居
さ
れ
る
方

　
　

３
月
27
日
以
後
に
市
内
で
住
所

を
移
動
さ
れ
る
方
は
、
移
動
前
の

投
票
区
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
住
所
を
移
動
さ

れ
る
方
は
、
必
ず
郵
便
局
へ
そ
の

旨
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
転
入
・
転
出
さ
れ
た
方

　
　

平
成
18
年
12
月
29
日
以
後
に
県

内
の
市
町
村
間
で
転
入
・
転
出
さ

3月31日（土）
　～4月7日（土）

3月30日告示

午前7時～午後8時
市内24投票所

投票日は

4月8日（日）

　

北
名
古
屋
市
は
、
市
町
村
合
併
に

よ
り
昨
年
市
制
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

従
来
ど
お
り
西
春
日
井
郡
選
挙
区
と

な
り
ま
す
。

投票は正しく！忘れずに！



平成19年　４月9

 1　  薬師寺保育園（薬師寺保育園）
　　　薬師寺樋口40

 2  　東公民館（東公民館）
　　　熊之庄屋形3242-4

 3  　六ツ師保育園（六ツ師保育園）
　　　六ツ師宮西66 
 4  　師勝東小学校（師勝東小学校）
　　　六ツ師山の神100
 

 5  　師勝中学校（師勝中学校）
　　　井瀬木370

 6  　鹿田北保育園（鹿田北保育園）
　　　鹿田永塚167

 7  　師勝西小学校（師勝西小学校）
　　　鹿田清水64

 8　  若宮公民館（若宮公民館）
　　　鹿田丸　3557-10

 9  　鹿田南保育園（鹿田南保育園）
　　　鹿田大門213

10　高田寺学習等供用施設
 　　（高田寺学習等供用施設）
　　　高田寺383

11　あけぼのふれあい会館
 　　（あけぼのふれあい会館）
　　　高田寺起返18

12　久地野公民館（久地野公民館）
　　　久地野郷廻130-1

13　二子公民館（二子公民館）
　　　二子神明64

14　法成寺（ひまわり西園）
　　　法成寺蚊帳場27

15　徳重（憩いの家とくしげ）
　　　徳重長池34 

16　石橋（陽だまりハウス）
　　　石橋角畑37

17　中之郷（中之郷保育園）
　　　中之郷栗島122

18　弥勒寺（弥勒寺保育園）
　　　弥勒寺西一丁目72

19　西之保第一（西之保保育園）
　　　西之保西出55

20　西之保第二（市役所西庁舎分館）
　　　西之保清水田17

21　沖村（沖村保育園）
　　　沖村山ノ神27

22　九之坪第一（九之坪北保育園）
　　　九之坪市場21

23　九之坪第二（九之坪児童館）
　　　九之坪北美田39

24　九之坪第三（九之坪南保育園）
　　　九之坪辰巳88

鹿田　　　　神明附
熊之庄　　　射矢重　古井　十二社　細長
薬師寺

熊之庄　　　2930～　牛流　江川　大畔　小烏　城ノ屋敷　堤下　　
　　　　　　東出　西出　八幡　宮地　屋形　山の前　六の坪

六ツ師　　　443～741　2291～2411　南屋敷　北屋敷　中屋敷　
　　　　　　道毛　松葉　宮西　女夫越

熊之庄　　　石原　登り戸
六ツ師　　　1010　1080　1378　1516　(ネオポリス)
　　　　　　江向　大島　高台　町田　松戸　山の神

鹿田　　　　西赤土
熊之庄　　　御榊
井瀬木　　　(井の元・五町・郷前・狭場は除く)
能田
鹿田　　　　234～660　1354　1785　1861　(名鉄住宅)　
　　　　　　院田前　丹波屋敷　東蒲屋敷　西蒲屋敷　南蒲屋敷　
　　　　　　北蒲屋敷　合田　新宮境内附　永塚　花の木
熊之庄　　　1061　1123　(名鉄住宅)

鹿田　　　　1751　2512　2568　(グリーンシティ)
　　　　　　(西花の木住宅)　3056　(ライオンズマンション)
　　　　　　坂巻　清水　天王山　廻間
熊之庄　　　新宮

鹿田　　　　2999～3999 ( 藤の木、西藤の木は除く)
　　　　　　天田　出町東　出町西　流　丸

鹿田　　　　7～231　4022～　(西藤の木)　国門地　栄　才海　大門　
　　　　　　天井田　東海　東村前　西村前　藤の木　道下

片場　　　　(天王森・八反・八瀬の木は除く)
高田寺　　　332～433　一本橋　西の門　後明　出口　屋敷
井瀬木　　　井の元　五町　郷前　狭場

片場　　　　天王森　八反　八瀬の木
高田寺　　　1600　(高田寺住宅)　起返　上外浦　中外浦　東の川
　　　　　　北の川　砂場

久地野

鹿田　　　　清井古
二子

法成寺 
鍜治ケ一色

徳重

石橋 
北野

中之郷 
宇福寺 
山之腰

弥勒寺 
西之保　　　青野　八龍　中社　犬井

西之保　　　棒地　中屋敷　西屋敷　高野　西出　八之坪　南出
　　　　　　宮前　東屋敷　藤塚　立石　神ノ戸　光明田　才戸

西之保　　　深坪　三町地　清水田　青野東　西若　南若　東海
九之坪　　　西町　中町　北町　南町　竹田1～33　98～113

沖村 
野崎

九之坪　　　東町　白山　西城屋敷　北口　市場　宮前　宮浦　北浦
　　　　　　小松　天下地　竹田 （1～33、98～113は除く）

九之坪　　　松本　東美田　南美田　松馬場　下葭田　山　北美田
　　　　　　庚申前　南城屋敷　寺領　上吉田　葭田　龍子田　笹塚

九之坪　　　鴨田　加島前　東ノ川　五反地　中島　両ケ前　石ノ戸
　　　　　　梅田　高田　長堀　天神　菰口　神明　元田　半野　辰巳
加島新田 

投票区名（投票所名）

北名古屋市投票区一覧
投票区の区域



16

石橋
中之郷中之郷中之郷

国
道
22
号

西保健センター西保健センター西保健センター

石
橋
児
童
遊
園 Ｊ

Ａ

至
市
役
所（
西
庁
舎
）

投票所陽だまりハウス

17

福山社宅

栗島小学校

宇福寺

水　

場　

川国
道
22
号

投票所中之郷保育園 21

県
道
春
日
井
小
牧
線

県道春日井・稲沢線

食品工場

沖村西

沖村山ノ神児童遊園沖村山ノ神児童遊園沖村山ノ神児童遊園

沖
村
東
ノ
郷
児
童
遊
園

沖
村
東
ノ
郷
児
童
遊
園

沖
村
東
ノ
郷
児
童
遊
園

投票所沖 村 保 育 園

14

県営西春住宅

県営西春住宅
郵便局

八剱社

釣り堀

喫茶店

法成寺運動広場

西春団地東

投票所ひまわり西園

15

県
道
名
古
屋
江
南
線

本屋

自動車販売自動車販売自動車販売

自動車販売自動車販売自動車販売

ガソリンスタンド

五条川

投票所憩いの家とくしげ

20

県
道
名
古
屋
江
南
線

西春小学校 西春中学校
銀行

西之保

銀行
喫
茶
店

投票所市役所西庁舎分館 24

県道春日井・稲沢線宮浦九之坪

長堀

県
道
名
古
屋
江
南
線

岡道

名
鉄
犬
山
線

九之坪東
運動広場

鴨
田
小
学
校

鴨
田
小
学
校

鴨
田
小
学
校

投票所九之坪南保育園

グリーンシティ師勝

坂巻郵便局

名
鉄
犬
山
線

13 投票所二 子 公 民 館

県
道
名
古
屋
外
環
状
線

訓原
中学校 師勝南小学校

二子西

憩いの家ふたば荘

神明社

二子中央公園
　　日光寺

二子集会所

二子テニスコート

22 投票所九之坪北保育園

名
鉄
犬
山
線

県
道
名
古
屋
江
南
線

県道春日井・稲沢線

九之坪 宮浦

研修センター研修センター

十
所
社

旧
岩
倉
街
道

製
薬
会
社

九之坪児童館九之坪児童館九之坪児童館

19 投票所西之保保育園

石橋

西保健センター 西給食センター西給食センター西給食センター

Ｊ
Ａ

県
道
春
日
小
牧
線

県
道
春
日
小
牧
線

県
道
春
日
小
牧
線

幼稚園

製線工場

23 投票所九之坪児童館
県道春日井・稲沢線宮浦九之坪

九之坪東運動広場九之坪東運動広場九之坪東運動広場

九之坪北保育園九之坪北保育園九之坪北保育園県
道
名
古
屋
江
南
線

研修センター研修センター

旧
岩
倉
街
道

旧
岩
倉
街
道

旧
岩
倉
街
道

名
鉄
犬
山
線

製
薬
会
社

市役所（西庁舎）市役所（西庁舎）市役所（西庁舎）

至
名
鉄
徳
重・

名
古
屋
芸
大
駅

平成19年　4月 10

18 投票所弥勒寺保育園

県
道
名
古
屋
江
南
線

西春高校

交番

ス
ー
パ
ー

地蔵公園地蔵公園地蔵公園

西春郵便局西春郵便局西春郵便局

弥勒寺

 一般選挙投票場所愛知県議会議員　　 一般選挙投票場所 一般選挙投票場所愛知県議会議員　　 一般選挙投票場所



8

若宮神社

須佐之男神社

名
鉄
犬
山
線

西
春
駅

投票所若 宮 公 民 館

10

銀行

白山社
薬師堂

高田寺

県道春日井・稲沢線

東
消
防
署

投票所高田寺学習等供用施設

12

神明社 万渓寺

ゴルフ
　　場

県
道
小
口・名
古
屋
線

新 川

投票所久地野公民館

中之郷 西保健センター

十
五
ヶ
用
水

熊
野
中
学
校

北
名
古
屋

水
道
企
業
団

県
道

豊

名
古
屋

山
稲
沢
線

1 投票所薬師寺保育園

沖村山ノ神児童遊園

沖
村
東
ノ
郷
児
童
遊
園

3

県道名古屋豊山稲沢線

県
道
小
口
・
名
古
屋
線

合　

瀬　

川

長栄寺

普門寺
観音寺

牟都志神社
六ツ師大橋

六多橋

投票所六ツ師保育園

自動車販売

自動車販売

鴨
田
小
学
校

5 投票所師 勝 中 学 校

市役所
東庁舎

総合
体育館

東保健センター

師勝
小学校

9 投票所鹿田南保育園
愛
行
院至

西
春
駅

あかつき共同作業所

愛知県師勝保健所県道春日井・稲沢線

休日急病診療所

2 投票所東 公 民 館

県道名古屋豊山稲沢線

日光寺 神明社

至
名
鉄
徳
重・名
古
屋
芸
大
駅

県
道
名
古
屋
外
環
状
線

師勝北小学校

7 投票所師勝西小学校

幼稚園

グリーンシティ師勝グリーンシティ師勝グリーンシティ師勝

坂巻郵便局坂巻郵便局坂巻郵便局

名
鉄
犬
山
線

名
鉄
犬
山
線

名
鉄
犬
山
線

11 投票所あけぼのふれあい会館

県道春日井・稲沢線県
道
小
口
・
名
古
屋
線

片場 片場東

高田寺郵便局

高
田
寺
住
宅

至
名
古
屋
空
港

4 投票所師勝東小学校

県道名古屋豊山稲沢線

県
道
小
口
・
名
古
屋
線

六多橋

山の神橋

中橋

憩いの家さくら荘

コッツ山
公園 セルプしかつ合　

　
　
　
　
瀬　
　
　
　
　
川

六ツ師大橋

新
中
江
川

研修センター
九之坪児童館

西給食センター

県
道
春
日
小
牧
線

九之坪東運動広場

九之坪北保育園

研修センター

旧
岩
倉
街
道

至
市
役
所

（
西
庁
舎
）

至
市
役
所

東
庁
舎

市役所（西庁舎）

平成19年　4月11

地蔵公園

西春郵便局

6 投票所鹿田北保育園

銀
行

鹿
田
児
童
館

師勝交番

県
道
名
古
屋
外
環
状
線

鹿田学習等供用施設

愛知県議会議員　　愛知県議会議員　　 一般選挙投票場所愛知県議会議員　　愛知県議会議員　　 一般選挙投票場所



　３月で卒業する６年生９３人を祝う会が五条小学校で行
われました。６年生を中心に、先生やＰＴＡ「おやじの会」
が力を合わせて「もちつき」を行い、全校でつきたての
おもちを食べて卒業を祝いました。最後は、参加していた
だいた地域の皆さんに感謝の気持ちを伝え、金管バンド
部の演奏を贈りました。残りわずかな小学校生活。６年生
にとって今日のこの会は、心に残る思い出となりました。

思い出がまた一つふえました (表紙も同じ）

中学校卒業式
訓原中学校

平成19年　４月 12

女性の会主催 『男女共同参画のつどい』
総合体育館

五条スポーツクラブ主催『歩け歩け大会』
五条小学校から岩倉市まで

11
2

1
3

栗島スポーツクラブ主催『ウォーキング大会』栗島小学校区内

7
3

18
2



みんなが期待！『北京で“金”』を
　市体育協会とふれあいスポーツクラブが主催する『スポーツ
講演会』が、総合体育館で開催されました。講師は、女子レス
リング日本代表の栄和人監督。「オリンピックへの道」をテーマ
に、現役時代からの苦労話をユーモアを交えて話されました。
また「北京オリンピックでは、指導者として今まで以上の成果
を残したい」と強い決意を表し、会場から大きな拍手を受けま
した。アテネオリンピック金メダリストの吉田沙保里選手も訪れ、
質問に答えたり、握手会などで会場は大いに盛り上がりました。

４人の勇気ある行動に感謝状
　２月１２日、市内で発生した建物火災で、人命
救助と初期消火活動に尽力された三澤敦乃梨さ
ん、柴田誠司さん、丸田純夫さん、佐伯公一さ
んの４人に西春日井広域事務組合消防本部から感
謝状が贈られました。４人の連携プレーによって
家族を建物から救出。迅速、的確で勇気ある行
動が、尊い人命を救いました。

平成19年　4月13

V I V A！き た な ご や

職員非常呼集訓練
市役所西庁舎

文化協会主催 『中村元講演会』
文化勤労会館

白木・栗島スポーツクラブ主催 『ふれあいボウリング大会』

25
2

24
2

25
2

自動車関連犯罪の抑止キャンペーン
西春駅東ロータリー歩道周辺

2
27

3
3

14
3



　

六
ツ
師
山

の
神
に
あ
る

「
セ
ル
プ
し
か

つ
」。
コ
ッ
ツ

山
公
園
の
東

に
あ
る
知
的

障
害
者
授
産

施
設
で
す
。

　

知
的
な
障

害
に
よ
り
一

般
に
雇
用
さ

れ
る
こ
と
が
難
し
い
人
た
ち
が
、
個

性
や
能
力
に
合
わ
せ
て
自
立
生
活
す

る
た
め
の
作
業
や
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
室
内
で
の
軽
作
業
や
、
屋
外

に
出
て
の
段
ボ
ー
ル
回
収
作
業
な
ど
、

現
在
41
人
の
皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
ク
ッ
キ
ー
等
を
作
っ
て

販
売
も
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作

業
を
８
人
の
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

　

そ
し
て
施
設
内
に
は
喫
茶
「
げ
ろ

げ
え
ろ
」
も
あ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
は
１

杯
２
０
０
円
で
す
。「
喫
茶
店
に
入
っ

た
つ
い
で
に
、
障
害
者
の
仕
事
ぶ
り

を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
。
そ
し

て
地
域
に
浸
透
し
て
い
け
ば
大
変
う

れ
し
い
」
と
、
事
務
職
員
の
後
藤
さ

ん
は
語
り
ま
す
。

篠
田
幸
彦
記
者

　

こ
こ
で
働
く
皆
さ
ん
と
は
普
通
に

付
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
、「
ち
ょ
っ

と
個
性
が
強
い
な
ー
」
と
い
う
感
じ

で
接
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

な
お
、『
セ
ル
プ
』
と
は
「
セ
ル
フ
」

と
「
ヘ
ル
プ
」
の
造
語
で
、
自
助
自

立
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

四
谷
美
津
子
記
者

　

４
月
８
日（
日
）午
後
３
時
か
ら
健
康
ド
ー
ム
で

『
北
名
古
屋
市
生
誕
一
周
年
記
念
第
九
演
奏
会（
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
交
響
曲
第
九
番
合
唱
付
き
）』
が
開
か
れ

ま
す
。

　

指
揮
は
名
古
屋
芸
術
大
学
教
授
の
古
谷
誠
一
さ
ん
、

演
奏
は
北
名
古
屋
シ
テ
ィ
管
弦
楽
団
、
合
唱
は
公
募

の
市
民
た
ち
で
す
。

　

合
唱
団
は
昨
年
10
月
か
ら
、
師
勝
少
年
少
女
合
唱

団
指
導
者
の
野
村
富
昭
先
生
と
名
芸
大
講
師
の
山
田

正
丈
先
生
の
指
導
を
受
け
、
週
１
回
の
練
習
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　
「
第
九
」
を
歌
う
の
は
初
め
て
と
い
う
加
藤
富
士

美
さ
ん
（
井
瀬
木
）
は
「
原
語
で
、
し
か
も
暗
譜
で

歌
う
の
で
不
安
で
し
た
が
一
生
懸
命
覚
え
ま
し
た
」

と
、
経
験
者
の
水
谷
活
さ
ん
（
鹿
田
）
は
「
先
生
の

て
い
ね
い
な
指
導
が
嬉
し
い
で
す
ね
。
堂
々
と
歌
い

た
い
と
思
い
ま
す
」と
、笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
私
も
毎
回
、
楽
譜
と
に
ら
め
っ
こ
で
悪

戦
苦
闘
で
し
た
。
野
村
先
生
は
「
皆
さ
ん
熱
心
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
ね
。
演
奏
会
が
楽
し
み
で
す
」
と

ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

さ
て
、
市
民
３
０
０
人
に
も
及
ぶ
合
唱
団
の
練
習

の
成
果
は
・
・
・
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
演
奏
会
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

市
民
で
祝
う
生
誕
１
周
年
！

懸

一
生　
　

 

命
や
っ
て
ま
す
！

平成19年　4月 14



　

我
が
家
の
子
ど
も
が
通
う
徳

重
保
育
園
で
は
、
夕
方
の
お
迎

え
の
際
に
、
そ
の
日
園
児
が
食

べ
た
給
食
と
お
や
つ
が
掲
示
板

の
下
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
い
た
だ
く
文
字
だ
け
の

『
献
立
表
』
か
ら
は
、
想
像
し

づ
ら
い
献
立
名
の
も
の
や
実
際

に
園
児
が
食
べ
る
量
、
ま
た
ど

の
よ
う
に
出
さ
れ
て
い
る
か
な

ど
が
一
目
瞭
然
な
の
で
、
分
か

り
や
す
い
で
す
。
何
よ
り
、
夕

飯
時
に
「
お
母
さ
ん
、
お
昼
も

カ
レ
ー
だ
っ
た
よ
！
」
な
ん
て

子
ど
も
に
言
わ
れ
ず
に
済
む
の

で
お
母
さ
ん
方
に
は
助
か
り
ま

す
よ
ね
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
方
へ
の
献

立
レ
シ
ピ
の
貸
し
出
し
も
し
て

い
ま
す
。  

栄
養
士
さ
ん
や
給

食
関
係
者
の
方
が
作
ら
れ
た

『
か
ぼ
ち
ゃ
の
サ
ラ
ダ
』や『
ば
れ

い
し
ょ
餅
』
な
ど
、
全
１
０
６
種

も
の
料
理
レ
シ
ピ
が
あ
る
そ
う

で
す
。  

早
速
、
先
生
方
に
お
勧
め

を
伺
い
『
豆
腐
だ
ん
ご
』
の
レ
シ

ピ
を
借
り
て
み
ま
し
た
。 「
こ
れ
、

保
育
園
の
お
や
つ
の
時
に
作
っ

た
よ
」
と
、
子
ど
も
が
嬉
し
そ
う

に
そ
の
時
の
事
を
話
し
て
く
れ

た
の
で
、
楽
し
く
作
っ
て
食
べ
る

事
が
で
き
ま
し
た
。  

ま
た
、
子
ど

も
が
家
で
は
あ
ま
り
食
べ
な
か

っ
た
野
菜
も
、
給
食
と
同
じ
レ
シ

ピ
を
借
り
て
作
っ
て
み
た
と
こ

ろ
、
お
か
わ
り
ま
で
し
て
く
れ
ま

し
た
。  

家
で
給
食
が
食
べ
ら
れ

る
な
ん
で
、
大
人
の
私
も
何
だ
か

楽
し
い
で
す
。

　

家
族
で
給
食
。 

ぜ
ひ
皆
さ
ん

も
、
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？

　

91
歳
に
な
る
義
母
の
世
話
を
す

る
た
め
、
昨
年
８
月
に
三
重
県
熊

野
市
か
ら
移
住
し
て
き
た
。
約
40

年
間
住
み
慣
れ
た
地
を
離
れ
る
こ

と
に
不
安
も
あ
っ
た
が
、
義
母
の

願
い
も
あ
り『
脱
郷
里
』を
決
意
し

た
。

　

熊
野
市
は
、
昨
年
市
町
村
合
併

で
人
口
が
２
万
２
０
０
０
人
に
な

り
、
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て

い
る『
熊
野
古
道
』を
は
じ
め
山
と

海
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
町

だ
。
し
か
し
、
高
齢
者
人
口
が
約

30
％
を
占
め
る
過
疎
の
町
で
、
自

治
体
は
高
齢
者
対
策
に
頭
を
痛
め

て
い
る
。

　

合
併
を
機
に
交
流
人
口
の
増
加

や
紀
伊
山
地
の
霊
場
を
巡
る
熊
野

古
道
の
観
光
客
誘
致
な
ど
、
過
疎

対
策
に
も
必
死
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
遅
れ
て
い
る
道
路
網
の
整

備
な
ど
課
題
は
山
積
み
。

　

北
名
古
屋
市
に
移
住
し
て
ま
だ

半
年
余
り
の
た
め
、
市
の
台
所
事

情
な
ど
全
く
分
か
ら
な
い
が
、
広

報
等
を
通
じ
て
知
る
限
り
福
祉
へ

の
取
り
組
み
や
ま
ち
づ
く
り
の
施

策
な
ど
、
合
併
を
機
に
大
き
な
う

ね
り
を
感
じ
て
い
る
。

　総合福祉センターもえの丘のふるさと広場には「ビオ
トープ」があり、小川から池へと穏やかに水が流れている。
この池に 30～ 50 ㎝の鯉が 10 匹余と小魚が無数、カモ
２羽が長期間住んでいました。
　２年前、１羽のカモが交通事故に遭い、残る１羽は毎
日淋しそうに過ごしていました。そのうち、外泊が多く
なり、里帰りには友達を連れて来たりもしていましたが
友達も定住してくれず、 いつしか自分が友の郷（合瀬川）
へ行ってしまい帰って来なくなりました。

　それを境に蒼サギが毎日飛来し小魚類をエサとしている様で、小魚
の観察をするも確認が出来ていません。魚類は水質のバロメータです。
野鳥の存在には好感を持てますが、小魚が限りなくゼロになっては良
い在り方でないと思います。ここは蒼サギが立てる浅い人工池です。
　そこで私は問います。このまま手を掛ける事なく自然の道理を見守
るべきか、それともテグス糸一本を池の上に張り蒼サギの飛来を防ぎ、
生態系のバランスを保つべきか。
　さて、皆さんはどうお考えになりますか。

小魚と鳥の共生？
前川賢司記者

『脱郷里』を果たした今・・・

前地將吉記者

家
族
で
給
食
ご
っ
こ
！

足
立
ま
り
子
記
者

平成19年　4月15
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も
え
の
丘　

青
空
市
場

　

取
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
等
を
販
売
し

ま
す
。
た
だ
し
、
商
品
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

と　

き　

4
月
1
日（
日
）午
前
８
時
30
分

〜
（
毎
月
第
１
日
曜
日
開
催
）

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

東
側

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

 

健
康
ド
ー
ム 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

        　
　
　

１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　

　

健
康
ド
ー
ム
内
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
で
は
、
開
設
１
周
年
を
記
念
し
て
景
品

が
当
た
る
抽
選
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、

景
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
１
日（
日
）〜

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム

対　

象　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
ご
利

用
の
方

内　

容　

サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
ゲ
ー
ム
に

参
加
、
ス
タ
ッ
フ
に
勝
て
ば
景
品
を
さ

し
あ
げ
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
ド
ー
ム

※　

初
め
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
ご

利
用
に
な
ら
れ
る
方
は
、元
気
測
定（
健

康
度
評
価
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

寿 

大 

学

　
　
　
　
《
老
人
ク
ラ
ブ
東
地
区
》

と　

き　

4
月
20
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

市
民
ホ
ー
ル　

内　

容

○
講　

演　
「
笑
っ
て
長
生
き
１
２
０
年
」

○
講　

師　

足
立
秀
夫
氏（
大
須
演
芸
場

　
　
　
　

席
亭
）

○
演　

芸　
「
江
戸
曲
独
楽
」

○
演
芸
者　

柳
家
三
亀
司

○
演　

芸　
「
三
味
線
漫
談
」

○
演
芸
者　

か
つ
ら
竜
鶴

参
加
費　

３
０
０
円

問
合
せ　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
定
例
会

　
　
　
　
《
老
人
ク
ラ
ブ
西
地
区
》

と　

き　

４
月
18
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
3
時

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

内　

容

午
前
の
部

○
講　

演　
「
懐
か
し
さ
の
チ
カ
ラ
」

○
講　

師　

市
橋
芳
則
氏（
市
歴
史
民
俗

　
　
　
　

資
料
館
学
芸
員
）

午
後
の
部

○
演　

芸　

日
本
舞
踊

○
演
芸
者　

藤
祥
会

参
加
費　

３
０
０
円

問
合
せ　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

渡
辺
哲
雄
講
演
会

　

  　
　
　

〜
明
日
の
自
分
の
た
め
に
〜

　

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢

者
が
共
に
助
け
合
う
時
代
と
な
り
ま
す
。

自
分
の
老
後
の
た
め
に
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
地
域
で
支
え
あ

う
体
制
づ
く
り
や
生
き
方
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

４
月
28
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

市
民
ホ
ー
ル

定　

員　

３
５
０
人（
先
着
順
）

内　

容

○
講　

演　
「
地
域
で
老
い
る
た
め
に
」

○
講　

師　

渡
辺
哲
雄
氏（
日
本
福
祉
大

学
中
央
福
祉
専
門
学
校
専
任
教
員
、「
老

い
の
風
景
」
作
者
）

申
込
み　

４
月
４
日（
水
）か
ら
福
祉
の
里

研
修
企
画
部　
（
26
）７
４
０
０
へ
。

※　

こ
の
講
演
会
は
、
市
の
委
託
事
業
で
す
。

　

西
春
駅
前
楽
市

　

西
春
駅
前
商
店
街
協
同
組
合
で
は
、
恒

例
の
「
駅
前
楽
市
」
を
開
催
し
ま
す
。
模

擬
店
や
大
福
引
き
会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
も
ち
つ
き
大
会
、
子
供
武
者
鎧
撮
影

会
等
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。

と　

き　

４
月
22
日（
日
）午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

西
春
駅
前
商
店
街

問
合
せ　

ワ
タ
セ
イ　
（
21
）０
０
６
３

北名古屋市老人クラブ連合会
　　北名古屋市老人クラブ連合会の平成19年
　度の新会員を募集します。
入会資格
　市内在住の数え65歳以上の方（昭和18年以
　前生まれの方）
主な行事
　老人学級、いきいきスポーツ大会、交通安全・
　防犯教室、研修旅行等
申込み
　東地区　下記の支部長へお申し込みください。
　　<鹿田第1支部＞  杉野　満　　 （21）0376
　　＜鹿田第2支部＞  清水一雄　　 （22）2991
　　＜若宮支部＞　　 清水釟男　　 （21）1402
　　＜熊之庄支部＞　 堀部幸男　　 （22）2025
　　<六ツ師支部＞    髙栁弘孝　　 （21）2008
　　＜片場支部＞　　 水野一郎　　 （22）7047
　　＜高田寺支部＞　 山本龍三　　 （21）2856
　　＜久地野支部＞　 余吾元治　　 （22）1576
　　＜二子支部＞　　 丹羽利秋　　 （21）0679
　　＜井瀬木支部＞　 舟橋正純　　 （21）3930
　　＜能田支部＞　　 長瀬昭夫　　 （21）2375
　　＜薬師寺支部＞　 森　邦春   　 （21）1919
　西地区　定例会で随時受け付けます。
問合せ　福祉西グループ

新会員募集
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東
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》

◇
ち
び
っ
こ
映
画
会

と　

き　

第
2
・
4
日
曜
日
午
前
10
時
30

分
〜

◇
子
ど
も
放
送
局

と　

き　

第
1
〜
4
土
曜
日
午
前
11
時
〜

◇
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

と　

き　

第
3
日
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜

◇
紙
芝
居
会

と　

き　

第
1
土
曜
日
午
後
2
時
〜

◇
お
話
会

と　

き　

第
3
土
曜
日
午
前
11
時
〜

問
合
せ　

東
図
書
館

※　

今
月
か
ら
お
話
会
の
時
間
が
、
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
司
書
体
験

　

４
月
23
日
の
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
に

ち
な
ん
で
子
ど
も
司
書
体
験
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
22
日（
日
）①
午
前
10
時
〜

②
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

東
図
書
館

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
生

定　

員　

各
６
人（
先
着
順
）

内　

容　

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
か
け
、
受
付
業

務
、
図
書
館
探
検

申
込
み　

４
月
７
日（
土
）午
前
９
時
か
ら

東
図
書
館
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ　

東
図
書
館

　

西
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》　　

◇
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

と　

き　

毎
週
日
曜
日
午
後
2
時
〜

◇
お
は
な
し
会

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
11
時
〜

◇
子
ど
も
放
送
局

と　

き　

第
1
〜
4
土
曜
日
午
前
11
時
〜

問
合
せ　

西
図
書
館

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

　

絵
本
や
人
形
な
ど
は
使
わ
ず
、
ゆ
っ
た

り
と
皆
さ
ん
に
語
り
か
け
る
お
は
な
し
会

で
す
。
想
像
力
を
か
き
た
て
、
心
を
豊
に

し
ま
す
。

と　

き　

４
月
21
日（
土
）午
後
３
時
〜
３

時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

会
議
室

対　

象　

５
歳
以
上

申
込
み　

西
図
書
館
で
入
場
整
理
券
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

西
図
書
館

　

小
・
中
学
生

　
　
　

総
合
体
育
館
無
料
開
放

◇
ア
リ
ー
ナ

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午

◇
卓
球
室（
市
民
ホ
ー
ル
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午
。

た
だ
し
、
７
日
・
21
日
・
28
日
は
除
く
。

◇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
中
学
生
の
み
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午

※　

保
護
者
も
無
料
で
す
。
室
内
用
靴
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

休館日：４月２日（月）・９日（月）
・16日（月）・23日（月）

4月
の
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お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

　
　
　
　

の
び
の
び
親
子
体
操

　

親
子
で
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
心
も
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月
９
日（
水
）午
前
10
時
〜
正

　

午
と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム　

軽
運
動
室

対　

象　

就
園
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
親

定　

員　

親
子
30
組（
先
着
順
）

内　

容　

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
体
操

申
込
み　

４
月
２
日（
月
）か
ら
西
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー　
（
25
）５
１
５
５
へ
。

　

高
齢
者
の
た
め
の

　
　
　
　
　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

　

元
気
で
活
動
的
に
毎
日
を
過
ご
す
た
め

に
、
運
動
機
器
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
筋
力
ア
ッ
プ
を
し
ま
せ
ん
か
。
指
導
員

が
あ
な
た
に
あ
っ
た
運
動
を
指
導
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
24
日
か
ら
５
月
29
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

（
全
６
回
）

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

対　

象　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
健
康

な
方

定　

員　

20
人（
先
着
順
）

参
加
費　

１
回
３
０
０
円（
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
使
用
料
）

申
込
み　

４
月
４
日（
水
）か
ら
福
祉
東
グ

ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

　

回
想
法
ス
ク
ー
ル

　

昔
な
つ
か
し
い
生
活
用
具
な
ど
を
教
材

に
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
、
グ
ル
ー
プ
で
思

い
出
を
語
り
合
い
、
回
想
法
を
楽
し
む
ス

ク
ー
ル
で
す
。

　

回
想
法
は
、
一
定
期
間
続
け
る
こ
と
で
、

心
や
脳
を
活
性
化
し
、
老
化
や
物
忘
れ
の

予
防
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

と　

き　

５
月
10
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

30
分（
全
８
回
）

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

対　

象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方

定　

員　

10
人（
先
着
順
）

申
込
み　

４
月
４
日（
水
）か
ら
福
祉
東
グ

ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

　

初
級
者
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　

市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
初
級
者
を
対
象

に
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
を
行
い
ま
す
。
日
本

体
育
協
会
公
認
の
指
導
者
に
よ
り
、
基
礎

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

〇
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス（
小
学
３
年
生
以
上
）

　

５
月
１
日
か
ら
６
月
５
日
ま
で
の
毎
週

火
曜
日
午
後
６
時
〜
７
時
20
分（
全
６

回
）

〇
一
般
ク
ラ
ス（
高
校
生
以
上
）

　

５
月
１
日
か
ら
６
月
５
日
ま
で
の
毎
週

火
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時（
全
６

回
）

と
こ
ろ　

二
子
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対　

象　

市
内
在
住
の
硬
式
テ
ニ
ス
初
心

者
・
初
級
者

定　

員　

各
20
人（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
０
円

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
、
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト

申
込
み　

４
月
２
日（
月
）か
ら
参
加
費
を

添
え
て
総
合
体
育
館
へ
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

 

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
　

  

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導

　
　
　
　

　

総
合
体
育
館 

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
） 

で
は
、
次
の
日
程
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
指
導
お
よ
び
体
力
測
定
を
行
い
ま

す
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導

と　

き　

4
月
21
日（
土
）・
24
日（
火
）午

前
9
時
〜
午
後
1
時
、
15
日（
日
）午
後

1
時
〜
5
時
、
12
日（
木
）・
18
日（
水
）

午
後
5
時
〜
9
時

○
体
力
測
定（
予
約
制
）

と　

き　

4
月
27
日（
金
）午
前
９
時
〜
午

後
1
時 

（
1
人
に
つ
き
40
分
間
）

※　

1
回
に
つ
き
大
人
３
０
０
円
、
小
人

（
中
学
生
）１
０
０
円
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

　ファミリー・サポート・センターでは、
乳幼児を持つ親の子育てを応援するため、
援助会員養成講座を行います。
と　き　５月９日（水）、10日（木）・
　　　　29日（火）午前９時30分～
　　　　正午
ところ　健康ドーム
対　象　市内在住で、子育てやボランテ
　　　　ィア活動に関心のある方
定　員　30人程度
申込み　４月３日（火）からファミリー・
　　　　サポート・センター（健康ドーム
　　　　内）　 （22）7601で受け付けま
　　　　す。依頼会員希望の方も受講でき
　　　　ます。
※　託児を希望される方は、合わせてお申
　し込みください。
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バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

　

市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
バ
ウ

ン
ド
テ
ニ
ス
教
室
を
行
い
ま
す
。
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰
で
も
気

軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
基
礎
か

ら
親
切
に
教
え
ま
す
。

と　

き　

５
月
８
日
か
ら
６
月
５
日
ま
で

　

の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午（
全

　

５
回
）

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム　

ア
リ
ー
ナ

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
中
学
生
以

上
の
方

参
加
費　

１
５
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ
保
険

料
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室
内
用

靴
申
込
み　

５
月
１
日（
火
）ま
で
に
参
加
費

を
添
え
て
総
合
体
育
館
へ
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

　

臨
時
職
員
募
集

     

市 

役 

所

職　

種　

一
般
事
務
員

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

お
お
む
ね
40
歳
ま
で
の
健
康

で
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

勤
務
内
容　

税
務
事
務
お
よ
び
窓
口
業
務

勤
務
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜  

　

午
後
４
時
45
分

勤
務
場
所　

税
務
西
グ
ル
ー
プ（
西
庁
舎
）

給　

与　

時
給
８
７
０
円

申
込
み　

履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を
添
え

　

て
、
４
月
16
日（
月
）ま
で
に
税
務
西
グ

　

ル
ー
プ（
西
庁
舎
）へ
。

     

市 

役 

所

職　

種　

医
療
事
務
員

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

初
級
医
療
事
務
技
能
者
の
資

格
を
お
持
ち
の
方

勤
務
内
容　

診
療
報
酬
明
細
書
の
点
検
等

勤
務
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

　

午
後
４
時

勤
務
場
所　

市
役
所
西
庁
舎
分
館

給　

与　

時
給
８
７
０
円

採
用
日　

５
月
１
日（
火
）（
予
定
）

申
込
み　

履
歴
書（
市
販
の
も
の
）、
初
級

医
療
事
務
技
能
者
認
定
証
を
添
え
て
、

４
月
18
日（
水
）ま
で
に
市
民
西
グ
ル
ー

プ（
西
庁
舎
）へ
。

     

保
健
セ
ン
タ
ー

職　

種　

精
神
保
健
福
祉
士

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を

　

お
持
ち
の
63
歳
未
満
の
方

勤
務
内
容　

精
神
保
健
相
談
等

勤
務
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時

勤
務
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

給　

与　

時
給
１
４
０
０
円

申
込
み　

履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を
添
え

て
、
４
月
25
日（
水
）ま
で
に
東
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
。  

 

も
え
の
丘 

登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集

　　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

の
指
示
で
、
自
宅
か
ら
利
用
者
宅
へ
出
向

き
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
ヘ

ル
パ
ー
の
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

お
お
む
ね
55
歳
ま
で
の
介
護 

　

福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上

　

の
資
格
を
お
持
ち
の
方

勤
務
内
容　

要
介
護
者
へ
の
訪
問
介
護
、

　

障
害
者
へ
の
居
宅
介
護
等

給　

与　

１
２
５
０
円（
そ
の
ほ
か
介
護

　

予
防
、
時
間
外
、
休
日
等
の
稼
動
は
規

　

定
に
よ
り
ま
す
）

申
込
み　

履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を
添
え

て
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
へ
。

　　

新
川
流
域
親
子
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
で
は
、

総
合
治
水
（
大
雨
に
よ
る
水
害
を
防
止
す

る
こ
と
）
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

新
川
流
域
親
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
楽
し
い
ク
イ
ズ
大
会
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月
20
日（
日
）午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
（
予
定
）

と
こ
ろ　

千
秋
南
小
学
校（
一
宮
市
）、
青

木
川
放
水
路
・
排
水
機
場（
江
南
市
）、

は
る
ひ
夢
の
森
公
園（
春
日
町
）、
県
下

水
道
科
学
館（
稲
沢
市
）。
な
お
、
天
候

な
ど
に
よ
り
見
学
地
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

集
合
場
所　

一
宮
市
役
所（
一
宮
庁
舎
）

対　

象　

市
内
在
住
の
４
年
生
以
上
の
小

学
生
と
そ
の
保
護
者

定　

員　

80
人
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
住
所
、
電

話
番
号
、
氏
名（
親
子
）、
性
別（
親

子
）、
学
年
を
記
入
し
、
〒
４
８
１
ー

８
５
３
１
北
名
古
屋
市
役
所
都
市
整
備

グ
ル
ー
プ
「
親
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
係
ま

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

４
月
16
日（
月
）必
着　

問
合
せ　

都
市
整
備
グ
ル
ー
プ

※　

集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費
は
、
参
加

者
負
担
と
な
り
ま
す
。
昼
食
は
こ
ち
ら

で
用
意
し
ま
す
。
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学
校
体
育
施
設
開
放
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　

団
体
登
録

　

平
成
19
年
度
中
に
学
校
体
育
施
設
開
放

を
利
用
さ
れ
る
団
体
は
、
登
録
が
必
要
で

す
。
次
の
と
お
り
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

平
成
20
年
１
月
31
日（
木
）ま
で

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

対　

象　

団
体
の
責
任
者（
継
続
登
録
の

場
合
は
、
代
理
人
で
も
構
い
ま
せ
ん
）

登
録
資
格　

○
10
人
以
上
で
構
成
す
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体

で
、
半
数
以
上
が
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
者
で
あ
る
こ
と
。

○
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
。

○
管
理
指
導
員
1
人
を
選
出
し
て
い
る
こ

と
。

必
要
書
類

○
平
成
19
年
度
北
名
古
屋
市
学
校
施
設
開

放
利
用
団
体
登
録
申
請
書

○
管
理
指
導
員
報
告
書

○
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
控
え
ま
た
は
コ

ピ
ー
等

問
合
せ　

総
合
体
育
館
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ

グ
ル
ー
プ

　８月18日 ( 土）・19日 ( 日）に文化勤労会
館で行われる「北なごやパペットフェスタ」の
ポスターとパスポートの表紙のデザインを募集
します。楽しい人形劇のおまつりをイメージし
た夢のあるデザインを募集します。

ポスター等デザイン募集

応募内容（２点を１セットでご応募ください。）
　ポスター（カラー印刷）
　　大きさ  Ａ4版（たて297mm×よこ210mm）
　パスポートの表紙（１色刷り）
　　大きさ  たて 176mm×よこ110mm
応募方法　作品の裏面に、住所、氏名（ふりがな）、
　年齢、職業（学校名・学年）、電話番号を明記し、
　〒481－8501北名古屋市役所生涯学習グループ
　へ郵送、メール（shogai@city.kitanagoya.lg.jp）、
　または直接お持ちください。
賞　金　採用された方には、デザイン料と
　して５万円をさしあげます。
応募期限　５月16日（水）必着
問合せ　生涯学習グループ

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
サ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
」

「
サ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
」

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
サ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
」

  北な
ごやパペットフェスタ 2007  北な
ごやパペットフェスタ 2007

文化勤労会館〈7月分〉
　と　き　5月1日（火）午前8時50分～
　　　　　受付 ： 午前8時35分～
　ところ　文化勤労会館 エントランスホール

体育 ・ 学校施設〈5月分〉

◇二子テニスコート
　　と　き　4月7日（土）午前8時40分～
　　　　　　受付 ： 午前8時30分～
　　ところ　総合体育館 市民ホール

◇市民グラウンド ・ 中学校グラウンド夜間照明
　　（師勝 ・ 訓原 ・ 西春 ・ 白木 ・ 天神中学校）

　　 と　き　4月14日（土）午前8時40分～
　　 　　　　受付 ： 午前8時30分～
　　 ところ　総合体育館 大 ・ 小会議室

◇学校施設（体育館 ・ テニスコート）
　　と　き　4月14日（土）午前9時40分～
　　　　　　受付 ： 午前9時30分～
　　ところ　総合体育館 大 ・ 小会議室

　文化勤労会館および体育・学校施設の利用抽選
会を下記のとおり行います。
　お問い合わせは、生涯学習グループまたはスポ
ーツグループへ。

東公民館
　東公民館は、施設緊急改修工事のため、
当分の間休館します。
　ご迷惑をおかけしますが、よろしくお
願いします。
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平
成
19
年
度
交
通
災
害
共
済

　

５
０
０
円
（
年
間
）
の
掛
金
で
万
一
の

交
通
事
故
に
備
え
る
「
交
通
災
害
共
済
」

は
、
け
が
（
死
亡
）
の
程
度
に
応
じ
て
見

舞
金
を
お
支
払
い
す
る
制
度
で
す
。

　

加
入
申
込
書
は
、市
民（
東
・
西
）グ
ル
ー

プ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
会
計
グ
ル
ー
プ

（
東
・
西
庁
舎
）
ま
た
は
お
近
く
の
金
融

機
関(

郵
便
局
は
除
く
）に
直
接
加
入（
納

付
）
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象　

平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
に
北

名
古
屋
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
さ

れ
て
い
る
方

会　

費　

５
０
０
円
（
年
額
）

※　

中
学
生
以
下
の
方
と
70
歳
以
上
の
方

は
２
５
０
円
で
す
。

問
合
せ　

防
災
グ
ル
ー
プ

　

学
生
納
付
特
例
制
度

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば

学
生
で
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に
は
所
得

が
な
く
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
も
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
で
す
。
そ
の
た

め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後
払
い
（
追

納
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
追
納
さ
れ
な
い
期
間
は
年
金
額

に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
年
金
受
給
の
資

格
期
間
と
し
て
加
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

特
例
期
間
中
の
障
害
や
死
亡
な
ど
不
慮
の

事
態
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
は
前
年
度

の
所
得
を
確
認
す
る
た
め
、
毎
年
必
要
と

な
り
ま
す
。

対　

象　

学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が

１
１
８
万
円
以
下
の
方

必
要
書
類　

年
金
手
帳
、
学
生
証

問
合
せ　

市
民
（
東
・
西
）
グ
ル
ー
プ

　

献   

血

と　

き　

４
月
24
日（
火
）午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

ヨ
シ
ヅ
ヤ
師
勝
店

対　

象　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康
な

　

方（
65
歳
以
上
の
方
は
60
歳
を
超
え
て

か
ら
の
献
血
経
験
の
あ
る
方
）

持
ち
物  

免
許
証
等（
本
人
確
認
の
で
き

る
も
の
）、
献
血
手
帳
ま
た
は
献
血

カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

問
合
せ  

社
会
福
祉
協
議
会

　

障
害
児
通
園
通
学
費
助
成

　
　
　
　
　

　

本
市
以
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
特
別
支

援
学
校
に
通
園
通
学
し
て
い
る
障
害
児
に

支
給
し
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち

の
方
、
ま
た
は
発
達
障
害
者
支
援
法
第

２
条
第
２
項
に
定
め
る
方

支
給
額　

月
額
２
５
０
０
円

問
合
せ　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

こんなときは必ず届出が必要です！

問合せ　市民（東・西）グループ

国民年金

届出が必要なとき 届出に必要なもの

会社や官公庁に就職
したとき（厚生年金や
共済組合に加入した
とき）

年金手帳、健康保険
証（共済組合員証）
※  口座振替で保険
　料を納付されてい
　た方は、金融機関
　等へ引落とし停止
　の手続きが必要で
　す。

会社や官公庁に勤め
る配偶者（厚生年金や
共済組合加入者）に
扶養されなくなったと
き（配偶者が退職・離
婚・収入が増えたと
きなど）

年金手帳、配偶者
の離職票（退職証
明書・退職辞令）、
扶養除外日の確認
できる書類

保険料の免除を希望
するとき

年金手帳、印かん等

会社や官公庁を退職
したとき（厚生年金や
共済組合の加入者で
なくなったとき）

年金手帳、離職票
（退職証明書、退職
辞令）

公共施設等の連絡先

○市役所西庁舎分館
（22）1111

○市役所西庁舎・東庁舎
代表 　（22）1111

（23）6111

○文化勤労会館・西公民館
（25）5111

○西図書館 （25）6406

○歴史民俗資料館
（25）3600

○総合福祉センターもえの丘
（26）2888

○健康ドーム
（23）7006

○総合体育館
（24）0661

○東保健センター
（23）4000

○西保健センター
（24）1551

○東公民館 （22）4560

○東図書館 （25）3600

○回想法センター
（24）5337
（旧加藤家住宅内）

○陽だまりハウス
（25）8118

○社会福祉協議会本所
（22）1111
（西庁舎分館内）

○社会福祉協議会支所
（26）2700

（総合福祉センターもえの丘内）

○シルバー人材センター本部・西支所
（21）0810

○シルバー人材センター東支所
（21）3103
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子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番

　

県
中
央
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

の
家
庭
支
援
相
談
員
が
、
家
庭
で
の
悩
み

や
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

連
絡
先　
　

０
５
２（
９
５
３
）４
１
５
２

　

児
童
虐
待
相
談

　
「
児
童
虐
待
で
は
」
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

連
絡
先　

児
童
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
県
中
央

児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー　

０
５

　

２（
９
６
１
）７
２
５
０

※　

緊
急
の
場
合
、
夜
間
対
応
可
。

　

教
育
相
談

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
学
校
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
電
話
や
面

接
で
応
じ
ま
す
。

と　

き　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
９

　

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

適
応
指
導
教
室
「
あ
け
ぼ
の
」

（
高
田
寺
起
返
18
）

連
絡
先　
　
（
24
）４
１
５
２

　

い
じ
め
・
不
登
校
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
45
分

連
絡
先　

県
尾
張
教
育
事
務
所　

０
５
２

（
９
６
１
）０
９
０
０

　

子
育
て
相
談

　

保
育
士
が
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
電
話
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　
　
（
22
）５
１
５
１

◇
面
接
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　
　
（
26
）７
７
６
３

◇
発
達
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

連
絡
先　
　
（
26
）７
７
６
３

　

精
神
障
害
者
と

　
　
　

家
族
の
た
め
の
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
で
は
、
精
神
障
害
の

あ
る
方
の
制
度
や
家
庭
で
の
介
護
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

４
月
12
日（
木
）・
26
日（
木
）午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽　
（
25
）０
６

　

３
１

※　

相
談
は
予
約
制
で
す
が
、
希
望
者
が

な
け
れ
ば
当
日
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
台
帳
の

　
　
　
　
　

縦
覧
お
よ
び
閲
覧

　

平
成
19
年
度
の
固
定
資
産
台
帳
の
縦
覧

お
よ
び
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

○
縦　

覧

と　
き　
４
月
２
日（
月
）〜
５
月
１
日（
火
）

と
こ
ろ　

税
務
西
グ
ル
ー
プ（
西
庁
舎
）

縦
覧
で
き
る
も
の　

納
税
義
務
者
は
、
固

定
資
産（
土
地
・
家
屋
）の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
縦
覧
帳
簿
で
、
自
己
所
有

以
外
の
固
定
資
産
評
価
額
を
縦
覧
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
課
税
に
関
す
る
部
分

は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

○
閲　

覧　

と　

き　

４
月
２
日（
月
）〜

と
こ
ろ　

税
務
西
グ
ル
ー
プ（
西
庁
舎
）

手
数
料　

４
月
２
日
か
ら
５
月
１
日
ま
で

は
無
料
。
そ
れ
以
後
は
１
通
２
０
０
円

閲
覧
で
き
る
も
の　

納
税
義
務
者
は
、
本

人
所
有
資
産
の
部
分
に
限
り
、
課
税
に

関
す
る
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、

借
地
借
家
人（
賃
貸
借
契
約
書
の
提
示

が
必
要
）に
つ
い
て
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
西
グ
ル
ー
プ

　

名
古
屋
都
市
計
画
公
園

　
　
　
　
　

都
市
計
画
を
変
更

　

公
園
区
域
の
一
部
に
立
体
的
な
範
囲

（
地
下
雨
水
貯
留
施
設
）を
定
め
る
都
市
計

画
を
変
更
し
ま
し
た
。
関
係
図
書
は
次
の

と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

告
示
日　

平
成
19
年
３
月
14
日（
北
名
古

屋
市
告
示
第
22
号
）

と
こ
ろ　

都
市
整
備
グ
ル
ー
プ（
西
庁
舎
）

種
類
お
よ
び
名
称

〇
名
古
屋
都
市
計
画
公
園
２
・
２
・
２
１

　

０
３
号
能
田
中
央
公
園

〇
名
古
屋
都
市
計
画
公
園
２
・
２
・
２
１

　

０
４
号
鹿
田
第
１
公
園

問
合
せ　

都
市
整
備
グ
ル
ー
プ

　

４
月
の
納
税

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税　

第
１
期

○
介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　
　

第
１
期

　
　
　

納
期
は
、
５
月
１
日
ま
で
で
す
。

　

保
育
料
の
振
替（
４
月
分
）

　

保
育
料
の
口
座
振
替
が
で
き
る
よ
う
、

預
貯
金
額
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
替
日　

４
月
20
日（
金
）

問
合
せ　

児
童
グ
ル
ー
プ

育児への不安、いじめ、児童虐待など
気軽にご相談ください！
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相談名 と き ところ 相談員 問合せ

こども相談  随時 ８:30～ 17:00 東庁舎児童グループ 市の家庭相談員 児童グループ

こども相談（出張）

 4月4日（水） 10:00～ 15:00 東子育て支援センター

市の家庭相談員 児童グループ
※予約制

 4月11日（水） 10:00～ 15:00 北子育て支援センター

 4月18日（水） 10:00～ 15:00 西子育て支援センター

 4月25日（水） 10:00～ 15:00 南子育て支援センター

女性相談
 4月5日（木） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

県の女性相談員 児童グループ
 4月19日（木） 10:00～ 12:00 東庁舎市民相談室

母子家庭等就業相談
 4月25日（水） 10:00～ 12:00 西庁舎分館小会議

室
県の就業相談員 児童グループ

 4月25日（水） 13:30～ 15:30 東庁舎市民相談室

母子自立支援相談  随時 10:00～ 16:00 東庁舎児童グループ
市の母子自立支援
員 児童グループ

母子自立支援相談（出張）  毎週水曜日 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

心身障害者相談
 4月10日（火） 10:00～ 12:00 東庁舎市民相談室

身体障害者相談員
知的障害者相談員

福祉（東・西）グループ
※電話での相談可

 4月25日（水） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

法律相談

 4月12日（木）・26日（木）
 9:00～ 12:00

総合福祉センター
もえの丘相談室

弁護士 社会福祉協議会
※予約制

 4月19日（木） 9:00～ 12:00 西庁舎分館会議室

司法書士相談
 4月17日（火） 13:00～ 16:00 総合福祉センター

もえの丘相談室
司法書士 社会福祉協議会

※予約制
 5月1日（火） 13:00～ 16:00 西庁舎分館相談室

心のケア相談
 4月17日（火） 9:00～ 12:00 総合福祉センター

もえの丘相談室 全日本カウンセリ
ング協議会認定カ
ウンセラー

社会福祉協議会
 5月1日（火） 9:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

ボランティア相談  4月18日（水） 13:30～ 15:30
総合福祉センターも
えの丘ボランティア
専用室

ボランティア活動
実践者、社会福祉
協議会職員

社会福祉協議会

心配ごと相談
 4月10日（火） 9:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

社会保険労務士等 社会福祉協議会
 4月10日（火） 13:30～ 16:30 総合福祉センター

もえの丘相談室

マンション相談  4月17日（火） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室
マンション管理士、宅
地建物取引主任者、シ
ニアライフアドバイザー

社会福祉協議会
※予約制

国民年金相談
 毎週月・木曜日 9:00～ 12:00 東庁舎市民グループ

年金相談員 市民（東・西）グループ
※年金手帳持参

 毎週火・金曜日 9:00～ 12:00 西庁舎市民グループ

広聴相談（行政一般）  随時 9:00～ 17:00 西庁舎内会議室等 市職員 企画・広報グループ
※予約制

各種相談をご利用ください。詳しくは、各窓口へ。
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成人保健事業
名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細

成人健康相談

心の健康相談
（要予約）

東保健センター
西保健センター

東保健センター
西保健センタ

成人保健事業の予約・申込み・お問い合わせは西保健センター
（　24-1551）へ

13：30～15：30

13：30～15：30

持ち物：健康手帳
内　容：血圧測定、尿検査、栄養・健康相

談
内　容：不安・イライラ・不眠など心に関

する健康相談

ポリオ予防接種
　ところ　東保健センター　
　

　ところ　西保健センター

　受　付　午後１時１５分～２時
　対　象　生後３か月～７歳６か月未満児
　問合せ　東保健センター

離乳食講習会
　と　き　４月２５日（水）午前１０時～正午
　　　　　（受付：午前９時３０分～）
　ところ　健康ドーム　クッキングルーム
　対　象　乳児を持つ家族および離乳食にお悩みの方
　定　員　２０人 (先着順）
　内　容　離乳食の講話と実習

　持ち物　エプロン、タオル、ふきん３枚、
　　　　　三角巾、母子健康手帳、
　　　　　ボールペン
　参加費　２００円
　申込み　４月１８日（水）までに東保健センターへ。
　※　託児を希望される方は、５日前までに健康ドーム内の
　子育て支援室　 （22）7601へお問い合わせください。

たまごサークル・ひよこサークル
　と　き　４月２６日（木）午後１時３０分～３時３０分
　ところ　健康ドーム　子育て支援室
　対　象　妊娠中の方、２～１１か月児と親
　内　容　交流会等
　持ち物　母子健康手帳
　問合せ　子育て支援室（健康ドーム内）　 （22）7601
　

心の健康相談　※予約制
　と　き　４月の毎週木曜日 午後１時３０分～２時３０分
　ところ　師勝保健所
　問合せ　師勝保健所　 （23）5811

師勝保健所からのお知らせ

お 知 ら せ

５月2日（水） 
4月4日(水）

５月2日（水） 
4月4日(水）
              

４月１０日（火）

４月９日（月） 九之坪、加島新田、野崎、弥勒寺、
西之保
沖村、法成寺、徳重、鍜治ケ一色、
山之腰、石橋、中之郷、宇福寺、北野

と　き 対象地区

休日診療
日曜日、祝日に急病人が出たとき

救急病院をご紹介します
「救急医療情報センター」 　（81）1133

東部休日急病診療所
（23）0122

西部休日急病診療所
052（503）8277

内科・小児科（9：30～16：30）

1日（日）

8日（日）

15日（日）

22日（日）

29日（日）

30日（月）

3日（木）

4日（金）

5日（土）

4月

5月

ゆたかクリニック
052（408）0171

安田クリニック
（26）2020

済衆館病院
（21）0811

松尾整形外科
（23）6011

済衆館病院
（21）0811

杉山医院
（28）1181

西春整形外科
（21）5521

済衆館病院
（21）0811

きとう医院
052（400）7211

せきや歯科クリニック
（24）8241

鬼頭西市場歯科医院
052（400）0770

西春中央歯科
（23）0066

鬼頭歯科医院
052（400）3056

水野五条歯科
（21）4488

田中歯科
052（409）8241

山村歯科
（22）0029

小島歯科医院
052（400）3113

えきまえ歯科
（25）2000

北名古屋市
弥勒寺
清須市
西市場
北名古屋市
九之坪
清須市
清洲
北名古屋市
鍜治ケ一色
清須市
朝日天王
北名古屋市
西之保
春日町
下之郷
北名古屋市
九之坪

春日町
落合
北名古屋市
九之坪
北名古屋市
鹿田
北名古屋市
片場
北名古屋市
鹿田
豊山町
豊場
北名古屋市
西之保
北名古屋市
鹿田
清須市
寺野

外科（10：00～17：00） 歯科（9：30～11：30）

日 付 外 科 所在地 歯 科 所在地

４月１６日（月）鹿田、若宮、熊之庄

４月１７日（火）六ツ師、片場、高田寺、久地野、二子、井瀬木、能田、薬師寺

と　き 対象地区

※　４月から会場と問合せ先が変わります。
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母子保健事業
名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細

母子健康手帳発
行

パパママ教室
（要予約）

4か月児健診

※　BCG予防接
種も行います。

10か月児健診

1歳6か月児健
診

2歳児むし歯予
防教室

3歳児健診

育児・母乳相談

発達相談
（要予約）

子ども健康相談

個別接種（三種混
合・ＭＲワクチン）
（要予約）

4月9日（月） ・ 23日（月）
4月4日（水） ・ 18日（水） ・ 
５月２日（水）
1日目　4月26日（木）  
2日目　4月27日（金）
　

4月6日（金）

4月18日（水）

4月23日（月）

4月20日（金）
４月1９日（木）

４月５日（木）

4月11日（水）

４月12日（木）

４月２７日（金）

４月２７日（金）
４月10日（火）

4月25日（水）

東保健センター
西保健センター

健康ドーム

健康ドーム

健康ドーム

東保健センター

西保健センター
東保健センター

西保健センター

東保健センター

西保健センター

東保健センター

東保健センター
西保健センター

健康ドーム

母子保健事業の予約・申込み・お問い合わせは東保健センター
（　23-4000）へ

10：00～10：30
（受付9：45～10：00）
　
13：10～15：20

1日～10日生まれ
  受付13：00～13：15
11日～20日生まれ
  受付13：30～13：45
21日以降生まれ
  受付14：00～14：15
BCGのみの方
  受付13：30～14：00
1日～10日生まれ
  受付13：00～13：15
11日～20日生まれ
  受付13：30～13：45
21日以降生まれ
  受付14：00～14：15
1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日以降生まれ
  受付13：45～14：00
受付13：00～13：45
３月生まれ
  受付9：00～9：15
４月生まれ
  受付10：00～10：15
３月生まれ
  受付9：３0～9：４5
４月生まれ
  受付10：１５～10：３０
1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日以降生まれ
  受付13：45～14：00
受付13：00～13：45

9：30～11：00

9：30～11：00

10：00～11：00
　

持ち物：妊娠届出書、ボールペン
内　容：母子健康手帳の使い方や妊娠中の

過ごし方などについて説明
持ち物：母子健康手帳、ボールペン
1日目：妊娠中の歯科衛生について、父親

の役割、妊娠体験、沐浴実習
2日目：分娩の経過と呼吸法、おっぱいの

準備、妊娠中の栄養について
対　象：平成18年12月生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4

か月児健診問診票、BCG予診票、
バスタオル、体温計、ボールペン

※　6か月未満児でBCG未接種の場合は、
ご相談ください。

対　象：平成18年６月生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の

10か月児健診問診票、オムツ、
ミルク、着替え

対　象：平成17年９月生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル

対　象：平成1７年３月・４月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル
内　容：歯科健診、歯のみがき方、フッ化

物塗布　

対　象：平成16年４月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、視力・聴力検査ア

ンケート、歯ブラシ、コップ、タオル
※　当日は、尿検査があります。なお、視
力・聴力の検査は自宅で行ってきてくだ
さい。
持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳、予防接種予診票、
健康保険証、乳幼児医療費受給者
証

※　体調の良い時に接種を受けてください。

指定医療機関にあらかじめ電話などで予約してください。

※　託児を希望される方は、5日前までに健康ドーム内の子育て
　支援室　（22）7601へお問い合わせください。

※　母乳相談は要予約

※　歯を磨いてきてください。

※ パパママ教室、４か月児健診、10か月児健診の会場は、健康ドームに変わります。
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北名古屋市の人口（3月1日現在）
総人口
男　性
女　性
世帯数

79,602人　 （+   92）
40,049人　 （+   41）
39,553人　 （+   51）
30,835世帯 （+   56）

イベント
施 設
情 報

■ 北名古屋市 西図書館
開館時間／

問合せ／西図書館　 （25）6406

火・木曜日 午前 9時～午後7時    水・金曜日 午前 9時～午後9時
土・日曜日、祝日 午前 9時～午後5時

2007

4
■ 北名古屋市 東図書館
開館時間／

問合せ／東図書館　 （25）3600

火曜日～金曜日 午前 9時～午後7時
（ただし、歴史民俗資料館は午後５時まで）
土・日曜日、祝日 午前 9時～午後5時 東

・
西
図
書
館
の
開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

東
・
西
図
書
館
の
開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

 休 館 日（東・西とも同じ）
○月曜日     （祝日の場合はその直後の平日）
○毎月末日（日・月曜日の場合はその直後の
　　　　　 祝日または休館日でない日）

広報北名古屋は、環境にやさしい古紙配合率100％
再生紙と大豆油インキを使用しています




